
会 議 録

会 議 の 名 称 令和元年度第１回新座市社会教育委員会議

開 催 日 時
令和元年５月３０日（木） 午後２時００分から

午後３時２５分まで

開 催 場 所 新座市役所本庁舎 ３０４会議室

出 席 委 員

若林利明委員・大出明委員・坂本純子委員・刈田友枝委

員・嶋村清治委員・宮脇惠子委員・加藤良明委員・

竹内勘次委員・鈴木芳明委員・結城美千代委員

（計１０人）

事 務 局 職 員

教育長 金子廣志

教育総務部長 渡辺哲也

教育総務部副部長兼生涯学習スポーツ課長 金子啓一

生涯学習スポーツ課副課長 斉藤政登

生涯学習スポーツ課生涯学習・文化財係長 西珠世

生涯学習スポーツ課主任 柴﨑香織

生涯学習スポーツ課主事補 西田里美

会 議 内 容

１ 開会

２ 挨拶

３ 委員の委嘱について

４ 議事

⑴ 令和元年度教育行政重点施策について

⑵ 令和元年度教育委員会予算概要について

⑶ 令和元年度社会教育関係団体補助金交付に

ついて

⑷ その他

５ 閉会



会 議 資 料

１ 次第

２ 令和元年度新座市社会教育委員委嘱者名簿

３ 令和元年度新座市教育行政推進施策

４ 令和元年度教育委員会予算概要について

５ 令和元年度社会教育関係団体補助金交付について

６ 新座っ子ぱわーあっぷくらぶ参加児童数一覧

７ ２０１９年度新座っ子ぱわーあっぷくらぶパンフ

レット

８ 新座市子どもの放課後居場所づくり事業学年別登

録者数

９ ２０１８年度「夢の教室」実施一覧

10 ２０１９年度新座市民総合大学募集案内

11 平林寺境内林再生事業について

12 第５０回関東甲信越静社会教育研究大会埼玉大会

について

13 平成３１年４月埼玉県社会教育委員会議 建議

そ の 他 の

必 要 事 項

審 査 の 内 容（審査経過・結論等）

１ 開会

２ 挨拶（教育長・議長）

３ 委員の委嘱について

・ 新規委員３人の委嘱状を机上交付した。

・ 委員自己紹介

・ 事務局自己紹介

４ 議事

⑴ 令和元年度教育行政重点施策について

資料に基づき事務局から説明を行った。

質疑応答・意見交換

・ 先日川崎市で、スクールバスを待つ小学生等を狙った殺傷事



件が起きたが、新座市では通学中の児童生徒の安全対策をして

いるか。

→ 老人会等地域の方に、通学路の見守りをやっていただいて

いる。また、児童が学校を出入した際に、保護者にメールで

通知するサービスを取り入れている学校もある。

ＰＴＡにも年１回通学路の安全点検をやっていただいてい

る。

児童生徒の心のケアについては、カウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーが必要に応じて対応している。

→ ＰＴＡの安全点検に対しては、市としてしっかり検討し、

結果を報告するようにしてほしい。

→ 自殺しようと考えている人が、殺人等周囲を巻き込んで自

殺をすることを「拡大自殺」と言うそうである。このような

傾向の人をケアする社会作りも必要である。

→ 都内には、街中のいたる所に防犯カメラが設置されている。

新座市でも、主要な通学路に設置してはどうか。

・ 「こころのプロジェクト（夢の教室）」について、全児童が６

年生になった時に受けられるよう、今後も事業を継続してほし

い。

・ 市民総合大学について、サポーターが飽和状態にあることや、

職員の負担の問題から、内容を見直しているとのことであるが、

現在の検討状況を教えてほしい。

→ 市内３大学を活用させていただき、教養コースを設ける案も

あるが、市民総合大学運営委員会で検討中である。

→ 受講生に高齢者やリタイア層が多いのであれば、大学の夏休

み等を活用して平日に実施してはどうか。職員の働き方改革に

つながるであろう。

⑵ 令和元年度教育委員会予算概要について

資料に基づき事務局から説明を行った。

質疑応答

・ 教育予算が全体の１０％を切る厳しい状況である。教育委員

会としては、校舎の大規模改修を実施したいが財源の確保が難



しい。市では年々扶助費が増加しており、財政を圧迫している。

・ 全校にトイレと教室のエアコンが整備されていることは評価

できる。

・ 福祉の里図書館及び中央図書館分館の指定管理者制度導入に

より、「社会教育総務費」の人件費は減額しているが、「図書館

費」の指定管理料は増額している。制度導入による今後の節減

効果は見込んでいるか。

→ 今年度から、指定管理者制度導入と併せて、生涯学習セン

ター図書室の業務委託も開始した。その結果、今年度の指定

管理料及び委託料の方が昨年度の管理運営経費より増額とな

っている。増額の理由は、仕様書に市直営時以上のサービス

を定めたこと、開館日を増やしたことである。今後も同程度

の経費で推移する見込みであるが、サービス内容の充実が図

られることを期待している。

・ ココフレンド事業について、未導入校の今後の見込みを教え

てほしい。

→ 未導入校は片山小学校、池田小学校、野火止小学校及び陣

屋小学校の４校であるが、令和２年度に全校に導入すること

を目標としている。活動の拠点となる教室の確保が難しい学

校があり、午後の授業時間を変えていただく等、学校と調整

をしている。

⑶ 令和元年度社会教育関係団体補助金交付について

資料に基づき事務局から説明を行った。

質疑応答

なし

⑷ その他

以下の３点について、資料に基づき事務局から説明を行った。

・ 令和元年度社会教育委員会議等日程（案）について

（補足説明）

第５０回関東甲信越静社会教育研究大会埼玉大会の出欠に

ついては、生涯学習スポーツ課で取りまとめて事務局に回答す



る。申込方法が決定したら、改めて出欠の確認をさせていただ

く。

・ 埼玉県社会教育委員会議建議について

（補足説明）

平成３１年４月に埼玉県社会教育委員会議で建議を策定し

た。詳細は資料に記載のＵＲＬで確認していただきたい。

・ 市役所及び市民会館駐車場について（資料なし）

（補足説明）

令和元年８月１日から、市役所及び市民会館の駐車場が有

料化する。

質疑応答

なし

社会教育委員から以下のとおり情報提供があった。

普光明寺境内の地蔵堂に千体地蔵が安置されている。この千体地

蔵は３３年毎に御開帳している。次の御開帳は令和７年を予定し

ており、現在準備を進めているところである。次の世代にも継承

していきたい。

６ 閉会（副議長）


